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中國紹興地區自然的傳統管理
―以王壇鎮舜王廟的“罰戲”“罰宴”為事例―

陳　志勤

紹興是具有二千五百年悠久歷史的著名水鄉，但是，紹興的美麗風光並不是

依賴自然界的變化而形成的。不用說紹興的自然環境變化得益於歷代統治者的治

水和利水，但是我們也不應忘卻生活在這一方土地的人民對自然的利用以及管理。

現在，因為急劇的經濟發展和地方開發，環境問題特別是水污染問題不斷加劇。

對於自然的管理和環境問題，無論日本和中國已在很多領域展開深入的研究，為

了探求自然的利用和管理，“自下而上”的以社區為基礎的管理模式 (community 

based management)已引起極大關注。因此，對於長期以來與山林河川共生共存

的當地人民是如何進行自然的利用和管理的這一問題，當然就成為一個必須探討

和研究的重要課題。

作為本文研究對象的紹興南部山區王壇鎮舜王廟周圍，傳承著魚類敬仰舜王

的民俗，為了保護這些魚類，很早以來就有把舜王廟下雙江溪中的舜皇潭作為禁

漁區的習慣。並且，對於那些違反禁漁規約的人，作為懲罰要讓他們負擔請戲班

演戲或者置辦酒席的費用，也就是說曾經存在過“罰戲”、“罰宴”這種適應當地

人文環境的懲罰方式。從這樣的傳統民俗中，我們可以看到因為信仰、祭祀而結

成的地域共同體在自然管理中所發揮的作用，很明顯，這和日本的村落共同體在

自然管理中發揮作用的情形是不相同的。

本文的研究目的是，首先闡明因舜王信仰、舜王廟會而形成的共同體和自然

管理的關係，然後探究把罰戲、罰宴作為懲罰手段的這種類型的共同體，在自然

管理中所發揮的作用。
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紹
興
地
域
に
お
け
る
自
然
の
伝
統
的
な
管
理

―

王
壇
鎮
舜
王
廟
に
お
け
る
「
罰
戯
」・「
罰
宴
」
を
中
心
と
し
て―

陳
　

志

勤

は
じ
め
に

　

紹
興
は
二
五
〇
〇
年
の
歴
史
を
誇
る
著
名
な
水
郷
古
都
で
あ
り
、
古
く
か
ら
「
魚
米
の
郷
・
文
化
の
邦
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
水
郷
風
景
は
自
然
と
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
歴
代
の
統
治
者
に
よ
る
治
水
や
利
水
、
さ
ら
に
、
そ
の
自
然
環
境
を

利
用
し
暮
ら
し
て
き
た
地
域
住
民
に
よ
る
自
然
利
用
な
ど
の
人
間
の
営
み
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

人
び
と
の
手
で
造
ら
れ
た
江
南
水
郷
は
、
現
在
、
急
速
な
経
済
発
展
と
地
域
開
発
に
よ
っ
て
、
環
境
問
題
、
特
に
水
質
汚
染
の
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。
紹
興
地
方
も
例
外
で
は
な
く
、
水
質
汚
染
や
水
不
足
が
広
が
っ
て
い
る
。
紹
興
は
、
か
つ
て
「
東
洋
の
ベ
ニ
ス
」
と
も

い
わ
れ
、
水
郷
風
景
と
田
園
風
景
が
織
り
な
さ
れ
る
水
の
都
で
あ
っ
た
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
そ
の
水
環
境
は
破
壊
さ
れ
、
状
況
は
大
き

く
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。と
り
わ
け
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
始
ま
る
改
革
開
放
下
の
農
業
・
工
業
の
近
代
的
発
展
及
び
都
市
開
発
に
よ
り
、

そ
の
水
環
境
の
破
壊
は
進
行
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
地
元
の
人
間
は
、「
東
洋
の
ベ
ニ
ス
」
と
い
う
表
現
を
、
皮
肉
を
込
め
て
、
方
言
で
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発
音
の
似
た
「
東
洋
の
汚ウ

泥ニ

水ス

」
と
い
う
言
葉
で
揶
揄
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　

自
然
の
管
理
や
環
境
問
題
は
、
現
在
、
中
国
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
重
要
課
題
と
し
て
様
々
な
角
度
か
ら
扱
わ
れ
て
い
る
。
長
い
間
、

森
林
・
河
川
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
人
び
と
が
自
然
の
管
理
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
当
然
、
そ
の
よ
う
な

重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
問
わ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
本
論
で
対
象
と
す
る
紹
興
県
王
壇
鎮
舜
王
廟
周
辺
で
は
、
山
林
、
河
川
を
め
ぐ

る
伝
承
的
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
王
壇
鎮
に
あ
る
舜
王
廟
に
は
、
魚
類
が
舜
王
を
崇
敬
す
る
と
い
う
民
俗
が
伝
承
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
魚
類
を
守
る
た
め
に
廟
の
そ
ば
に
あ
る
川
を
禁
漁
と
す
る
慣
行
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
禁
約
を
犯
し
た
も
の
に
は
、
罰
と

し
て
地
元
の
人
び
と
を
集
め
て
演
劇
・
宴
会
を
主
催
さ
せ
、
そ
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
在
地
の
懲
罰
手
法
（
罰
戯
・
罰
宴
）
が
存
在
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
伝
承
的
な
手
法
は
、
現
在
の
環
境
言
説
に
お
い
て
「
環
境
保
全
」
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
表
現
さ
れ
や
す

い
が
、
そ
の
よ
う
な
「
環
境
保
全
」
の
性
格
は
、
あ
く
ま
で
信
仰
や
祭
祀
の
遂
行
の
「
結
果
」
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
た
方

が
よ
い
。
し
か
し
、
一
方
、
そ
の
よ
う
な
伝
承
か
ら
は
、
日
本
の
よ
う
に
村
落
共
同
体
が
主
体
と
な
る
自
然
の
管
理
と
は
異
な
り
、
信
仰
・

祭
祀
を
も
と
に
結
集
す
る
地
域
共
同
体
が
主
体
と
な
っ
て
自
然
の
管
理
を
担
う
あ
り
方
が
、
中
国
の
一
地
方
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

本
論
で
は
、
ま
ず
舜
王
廟
に
ま
つ
わ
る
地
域
共
同
体
と
自
然
の
管
理
と
の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
、
懲
罰
手
段
と
し
て
の

罰
戯
・
罰
宴
と
い
う
手
法
が
、
そ
の
管
理
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
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一
、
舜
王
に
ま
つ
わ
る
伝
説
・
信
仰

　

舜
は
尭
、
禹
と
並
ん
で
中
国
神
話
時
代
に
登
場
す
る
聖
王
で
あ
る
。
舜
が
尭
に
認
め
ら
れ
摂
政
と
な
り
、
尭
の
没
後
、
帝
位
に
つ
き
天

下
を
大
い
に
治
め
、
そ
し
て
禹
が
舜
の
禅
譲
を
受
け
て
帝
位
に
つ
き
、
夏
の
始
祖
と
な
っ
た
と
い
う
話
は
、
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
清
代

の
『
康
煕
会
稽
誌
』
に
は
南
朝
梁
・
任
昉
の
『
述
異
志
』
が
引
用
さ
れ
「
会
稽
山
有
舜
巡
狩
台
、
下
有
望
陵
祠
」
と
あ
り
、
綿
々
と
し
た

会
稽
山
山
脈
が
紹
興
南
部
山
地
を
構
成
し
て
お
り
、
舜
が
巡
幸
の
た
め
に
会
稽
山
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
舜
の
巡
幸
に
関
す
る
神
話
・
伝
説
が
、
こ
の
地
に
多
く
存
在
す
る
と
と
も
に
、
舜
を
祀
る
廟
が
い
く
つ
も
建
立
さ
れ
た
。

　

紹
興
南
部
山
地
王
壇
鎮
に
あ
る
舜
王
廟
、
上
虞
の
舜
帝
廟
、
余
姚
の
舜
王
廟
は
、「
越
中
三
舜
廟
」
と
称
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
舜
王
廟
は

一
本
の
河
川
・
舜
江
（
上
虞
と
余
姚
の
境
内
は
曹
娥
江
と
い
う
）
で
繋
が
っ
て
い
る
。『
乾
隆
浙
江
道
誌
』
は
こ
の
三
つ
の
廟
の
ほ
か
に
、

上
虞
に
も
う
一
つ
の
廟
が
あ
り
、
紹
興
府
内
に
四
つ
の
廟
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
の
調
査
に
よ
る
と
、
王
壇
鎮
一
帯
に
は
六

つ
の
廟
が
あ
っ
た
が
、
現
在
、
三
つ
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
も
す
る
〔
兪　

二
〇
〇
六
：
三
〕。

　

本
論
で
検
討
す
る
の
は
王
壇
鎮
双
江
渓
村
（
現
在
は
両
渓
村
）
に
あ
る
舜
王
廟
で
あ
る
（
図
１
参
照
）。
王
壇
鎮
は
一
九
九
二
年
に
両

渓
郷
と
孫
嶴
郷
が
合
併
し
た
鎮
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
両
渓
郷
と
孫
嶴
郷
は
嵊
県
（
現
在
は
嵊
州
）
に
属
し
て
い
た
が
、
一
九
五
一
年
に
紹

興
県
の
行
政
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

会
稽
山
の
奥
山
か
ら
発
す
る
北
渓
江
と
南
渓
江
は
王
壇
鎮
で
合
流
し
、
西
か
ら
東
へ
と
流
れ
て
い
る
双
江
渓
と
な
り
、
そ
の
双
江
渓
の

北
岸
に
舜
皇
山
（
舜
王
山
と
も
い
う
）
が
あ
る
。
舜
王
廟
（
大
舜
廟
と
も
い
う
）
は
、
こ
の
舜
皇
山
の
頂
上
に
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
昔
、
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舜
皇
山
は
烏
亀
山
と
も
呼
ば
れ
、
亀
の
胴
体

に
喩
え
ら
れ
た
。
舜
王
廟
が
こ
の
亀
の
背
中

に
建
て
ら
れ
、
建
物
は
ち
ょ
う
ど
亀
の
心
臓

部
に
あ
た
る
と
い
う
。
こ
の
廟
が
い
つ
造
立

さ
れ
た
か
確
実
に
確
認
で
き
な
い
が
、「
会

稽
山
有
舜
巡
狩
台
、
下
有
望
陵
祠
」
と
い
う

南
朝
梁
『
述
異
志
』
の
記
述
に
よ
り
、
そ
の

「
望
陵
祠
」
が
現
在
の
舜
王
廟
と
さ
れ
て
い

る
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
舜
王
廟
の
後
殿
東

側
の
壁
に
は
め
込
ま
れ
た
一
枚
の
石
碑
に

は
、『
嵊
縣
志
・
巻
七
』
か
ら
引
用
し
た
清
・

同
治
九
年
（
一
八
七
〇
年
）
の
「
有
縣
志
一

篇
」
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

少
な
く
と
も
王
壇
鎮
の
舜
王
廟
が
清
の
咸
豊

時
代
以
前
か
ら
存
在
し
、
現
存
す
る
舜
王
廟

が
清
の
咸
豊
時
代
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。「
有
縣
志
一
篇
」
に
は

図１　舜王廟の位置図

新昌市

台州市

金華市

諸曁市

寧波市
上虞市

紹興県

越城区

杭州湾

杭州市 銭
塘
江

舜王廟舜王廟

0 10 20 30km
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次
の
通
り
述
べ
ら
れ
る
。

　
（
原
文
）

大
舜
廟
在
縣
北
七
十
里
、
東
土
郷
五
十
六
都
、
舜
皇
山
之
巓
。
前
瞰
長
江
、
後
臨
曠
野
、
遠
山
四
圍
、
煙
村
掩
映
、
溪
山
絶
勝
処
也
、

神
最
靈
異
。
国
朝
咸
豐
年
間
監
生
孫
顯
廷
籌
捐
重
建
、
精
工
絶
倫
。
同
治
元
年
、
正
殿
後
殿
宼
燬
、
顯
廷
集
資
建
復
。
並
奉
憲
、
舜

皇
潭
永
遠
諭
禁
、
不
許
捕
魚
。
茲
有
土
名
湖
頭
沙
塗
一
所
、
竹
木
成
林
、
日
後
以
作
舜
廟
修
理
増
盖
之
費
。

 

翰
林
院
蔡
以
瑺　

敬
撰　

同
治
九
年　

耆
紳
公
刊

　
（
意
訳
）

大
舜
廟
は
県
北
七
十
里
に
位
置
し
、
東
土
郷
五
十
六
都
に
属
し
、
舜
皇
山
の
頂
上
に
あ
る
。
前
に
は
長
江
を
俯
瞰
し
、
後
ろ
は
広
々

と
し
た
野
原
に
臨
み
、
遠
く
見
え
る
山
々
に
囲
ま
れ
、
炊
煙
が
立
ち
の
ぼ
る
村
々
と
互
い
に
引
き
立
て
合
い
、
渓
流
と
青
山
が
あ
る

絶
景
の
地
に
あ
り
、
故
に
、
こ
の
神
は
最
も
霊
験
が
あ
る
。
本
朝
咸
豊
年
間
に
、
監
生
孫
顕
廷
が
寄
付
金
を
募
集
し
そ
れ
は
再
建
さ

れ
、
精
工
で
群
を
抜
い
て
優
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
治
元
年
に
は
、
寇
賊
に
正
殿
と
後
殿
は
壊
さ
れ
、
顕
廷
が
資
金
を
集
め
て
再

建
し
た
。
ま
た
禁
約
に
し
た
が
い
、
舜
皇
潭
で
永
遠
に
漁
を
許
さ
な
い
こ
と
を
諭
し
た
。
さ
ら
に
、
湖
頭
と
い
う
砂
原
が
あ
り
、
そ

こ
は
竹
木
の
林
に
な
っ
て
お
り
、
以
後
そ
れ
を
以
て
舜
廟
の
修
理
や
増
築
の
費
用
と
す
る
。

 

翰
林
院
蔡
以
瑺　

敬
撰　

同
治
九
年　

耆
紳
公
刊
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舜
王
廟
は
、
敷
地
面
積
が
約
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
演
劇
を
演
じ
る
「
戯
台
」（
舞
台
）、「
行
宮
」（
舜
王
像
）
を
安
置
す
る
前
殿

（
正
殿
）、「
坐
宮
」（
舜
王
像
）
を
安
置
す
る
後
殿
か
ら
な
る
建
物
群
で
あ
る（

1
）。「

坐
宮
」
は
文
化
大
革
命
以
前
に
は
泥
で
造
ら
れ
、
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。「
行
宮
」

は
ク
ス
ノ
キ
（
香
樟
木
）

で
彫
刻
さ
れ
、
銀
で
作
ら

れ
た
五
臓
六
腑
を
持
っ
て

い
て
、
両
手
両
足
が
動
く

こ
と
が
で
き
、
像
の
足
に

輪
が
つ
い
て
い
る
と
い

う
。
普
段
、
前
殿
に
置
か

れ
て
い
る
が
、
廟
会
の
と

き
に
移
動
さ
れ
神
輿
に
の

せ
ら
れ
る
。

　

舜
王
廟
に
は
「
戯
台
」、

そ
し
て
木
・
石
・
レ
ン
ガ

に
伝
統
的
な
モ
チ
ー
フ
を

写真１　現在の舜王像・行宮（二〇〇〇年撮影）
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彫
刻
し
て
い
る
窓
、
門
、
壁
、
柱
が
あ
り
、
舜
王
廟
は
清
の
建

築
物
の
代
表
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
舜
王
廟
は
、
長
い
間
、

紹
興
南
部
の
山
奥
に
隠
さ
れ
、
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。
一
九
六
六
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
、

廟
内
の
多
く
は
破
損
さ
れ
た
が
、
一
九
七
八
年
、
日
本
の
松
山

バ
レ
ー
団
の
関
係
者
清
水
正
夫
氏
、
森
山
洋
子
氏
一
行
が
舜
王

廟
の
伝
統
的
な
舞
台
を
見
学
し
た
こ
と
で
地
方
政
府
に
重
要
視

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
七
九
年
に
は
、
は
じ
め
て
県
レ
ベ

ル
の
文
物
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
一
九
八
六
年
か
ら
三
年
間
を

か
け
て
修
復
事
業
を
行
い
、
一
九
八
七
年
に
県
レ
ベ
ル
の
重
要

文
物
と
し
て
指
定
さ
れ
、
一
九
八
九
年
の
元
旦
か
ら
観
光
地
と

し
て
開
放
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
九
二
年
に
省
レ
ベ
ル
の
文
物

に
指
定
さ
れ
た
。

　

舜
が
巡
幸
の
た
め
会
稽
山
に
や
っ
て
き
た
と
す
る
伝
説
は
数

多
く
存
在
し
、
ま
た
舜
王
廟
建
立
に
ま
つ
わ
る
伝
説
も
さ
ら
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
諸
曁
に
お
け
る
稲
作
・
水
害

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
舜
王
廟
の
前
殿
を
支
え
て
い
る
二
本

写真２　舜王廟の「戯台」（二〇〇七年撮影）
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の
柱
に
そ
れ
ぞ
れ
一
匹
の
龍
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
龍
の
足
は
切
ら
れ
て
い
る
。「
舜
王
と
神
龍
の
伝
説
」
に
よ
れ
ば
、
舜
の
功
徳

に
感
謝
す
る
た
め
、
人
々
が
双
江
渓
の
河
原
に
あ
る
舜
皇
山
で
舜
王
廟
を
建
て
る
と
同
時
に
、
天
帝
が
舜
に
贈
り
物
を
し
た
二
匹
の
龍
も

廟
を
さ
さ
え
る
柱
に
彫
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
匹
の
龍
は
水
害
を
起
こ
す
悪
龍
で
あ
り
、
舜
は
悪
龍
を
監
禁
し
天
下
の
安
定
を
さ

せ
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
が
、
長
い
年
月
が
経
つ
と
二
匹
の
龍
は
悪
性
を
現
し
舜
か
ら
逃
げ
出
し
、
王
壇
鎮
か
ら
南
に
あ
る
山
間
部
の

諸
曁
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。
す
る
と
、
諸
曁
の
川
は
た
ち
ま
ち
激
し
く
な
っ
た
。
船
が
転
覆
し
漁
民
が
水
に
つ
か
り
、
さ
ら
に
堤
防
が
決
壊

し
、
地
方
の
大
半
が
水
害
に
襲
わ
れ
水
没
し
た
。
そ
の
後
、
二
匹
の
龍
が
逃
げ
出
し
た
こ
と
を
知
っ
た
舜
は
龍
を
連
れ
戻
し
、
二
度
と
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
思
い
切
っ
て
龍
の
背
中
に
あ
る
二
枚
の
羽
を
切
り
取
っ
た
と
い
う
〔
浙
江
省
民
間
文
学
集
成
辯
公
室　

一
九
八
九
：
四
八
〜
五
〇
〕。

　

舜
と
龍
の
伝
説
は
、
別
の
形
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
南
朝
の
時
代
、
舜
王
廟
を
造
る
時
に
、
大
工
の
始
祖
と
い
わ
れ
る
魯
班
の
弟
子

で
あ
る
親
子
が
、
仕
事
を
探
し
に
や
っ
て
き
た
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
周
辺
を
う
ろ
つ
く
う
ち
に
、
四
本
の
優
れ
た
石
材
を
発

見
し
、
石
材
に
四
匹
の
龍
を
彫
刻
し
た
。
そ
の
な
か
の
二
本
に
刻
ま
れ
た
龍
を
「
雲
龍
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
清
の
時
代
に
入
り
、
舜
王

廟
を
再
建
す
る
と
き
に
、
偶
然
、
千
年
に
わ
た
っ
て
放
棄
さ
れ
て
き
た
四
本
の
石
材
が
発
見
さ
れ
、
前
殿
を
支
え
る
四
本
の
柱
と
し
て
利

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
本
の
柱
に
刻
ま
れ
た
「
雲
龍
」
が
逃
げ
出
し
、
諸
曁
方
面
へ
と
飛
び
出
し
、
水
田
で
暴
れ
た
。

諸
曁
の
人
々
は
散
乱
し
た
稲
の
苗
の
痕
跡
を
追
っ
て
い
く
と
、
舜
王
廟
の
二
本
の
柱
の
前
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
し
て
、
柱
に
彫
ら
れ
た

龍
の
足
に
苗
が
付
い
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
諸
曁
の
人
々
は
、
こ
の
龍
が
再
び
舞
い
戻
ら
ぬ
よ
う
に
と
龍
の
足
を
切
る
こ
と
を
考
え
た
。

そ
し
て
、
舜
王
廟
の
周
辺
の
有
力
者
に
頼
ん
で
、
夜
に
廟
の
戸
の
鍵
を
閉
め
な
い
よ
う
頼
み
、
夜
中
忍
び
込
ん
で
二
本
の
柱
に
あ
る
龍
の

足
を
切
っ
た
と
い
う
。
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さ
ら
に
、
舜
王
廟
が
建
て
ら
れ
て
か
ら
諸
曁
の
稲
作
が
不
作
に
な
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
烏
亀
山
の
中
心
部
（
亀
の
心
臓
部
と
い
わ

れ
て
い
る
）
に
舜
王
廟
が
造
ら
れ
て
か
ら
、
こ
の
亀
が
い
つ
も
諸
曁
の
水
田
を
荒
ら
し
回
っ
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
被
害
を
避
け
豊
作

を
祈
る
た
め
に
、
諸
曁
の
人
々
は
舜
を
信
仰
し
続
け
て
き
た
。
舜
王
廟
会
の
さ
い
に
、
諸
曁
か
ら
や
っ
て
き
た
人
々
は
、
先
を
争
っ
て
「
焼

頭
香
」（
縁
日
に
最
初
の
線
香
を
立
て
る
こ
と
）
を
し
た
。
そ
し
て
、
舜
王
廟
会
に
あ
た
っ
て
「
行
宮
」
を
神
輿
に
の
せ
各
村
を
巡
幸
す

る
隊
列
は
、
諸
曁
の
人
々
に
舜
王
像
を
奪
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
諸
曁
に
近
い
駱
村
の
周
辺
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
言
い

伝
え
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
説
や
言
い
伝
え
を
み
る
と
、
諸
曁
の
人
々
は
、
舜
王
を
稲
の
作
柄
を
左
右
す
る
特
別
な
存
在
と
し
て
見
な
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
実
は
諸
曁
の
水
田
は
「
湖
田
」（
湖
沼
地
帯
に
開
い
た
水
田
）
が
多
く
、
稲
作
に
は
適
し
て
い
な
か
っ
た
。
舜
王

信
仰
の
背
景
に
は
水
害
の
防
止
、
農
作
物
の
豊
作
に
対
す
る
人
々
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
舜
王
廟
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
初
頭
ま
で
、
旧
暦
の
九
月
二
七
日
に
「
舜
王
廟
会
」
と
い
う
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
日
は

舜
王
の
誕
生
日
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
地
元
で
は
さ
ら
に
、
舜
王
が
、
廟
の
柱
に
彫
刻
さ
れ
た
龍
の
羽
を
切
っ
た
日
で
も
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
舜
王
廟
会
は
九
月
二
六
日
の
「
祭
神
」
か
ら
二
八
日
の
「
謝
神
」
ま
で
の
三
日
間
行
わ
れ
て
い
た
が
、
実
際
は
二
二
、

二
三
日
か
ら
す
で
に
露
店
や
演
劇
で
賑
や
か
に
な
っ
た
。

　

重
要
な
行
事
に
「
巡
会
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
舜
王
像
を
神
輿
に
の
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
を
巡
幸
す
る
も
の
で
あ
る
。「
巡
会
」

を
行
う
の
は
一
日
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
二
〜
三
日
の
場
合
も
あ
る
。「
巡
会
」
を
行
う
か
ど
う
か
、
そ
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
そ

の
路
線
、
日
数
、
時
間
、
通
過
す
る
村
に
つ
い
て
、
毎
回
占
い
で
舜
に
決
め
て
も
ら
っ
て
い
た
。
毎
回
の
「
巡
会
」
の
日
程
は
定
ま
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
九
月
二
六
日
に
は
「
巡
会
」
の
隊
列
が
戻
り
、
全
員
で
「
祭
神
」
の
儀
式
を
行
う
。

　

舜
王
廟
会
は
、
舜
王
廟
の
た
め
に
組
織
し
た
「
社
」
と
「
会
」
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
。
舜
王
廟
会
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
不
明
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で
あ
る
が
、
初
期
に
は
三
六
社
、
あ
る
い
は
三
二
社
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
民
国
初
期
に
な
る
と
、
一
三
社
（
一
二
社
と
も

い
う
）
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。「
社
」
は
基
本
的
に
複
数
村
か
ら
な
り
、
廟
会
の
さ
い
に
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
。
会
稽
山

南
部
山
地
で
は
、「
一
村
一
姓
」
と
い
う
よ
う
に
、
基
本
的
に
一
つ
の
村
は
一
つ
の
宗
族
で
構
成
さ
れ
た
場
合
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、「
社
」

は
村
と
村
、
あ
る
い
は
宗
族
と
宗
族
を
超
え
る
概
念
で
あ
り
、
行
政
的
な
も
の
で
は
な
い
。
一
定
の
地
域
に
形
成
さ
れ
、
村
よ
り
大
き
く
、

郷
よ
り
小
さ
い
。
い
く
つ
の
村
か
ら
な
る
一
つ
の
「
社
」
は
、
小
さ
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
る
が
、「
社
」
は
舜
王
廟
に
よ
っ
て

結
合
さ
れ
、
さ
ら
に
大
き
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

各
「
社
」
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
「
社
頭
」（「
社
首
」
と
も
い
う
）
を
地
元
の
有
力
者
が
担
い
、
毎
回
の
廟
会
に
関
す
る
仕
事
は
、
輪
番

制
で
一
つ
の
「
社
」
に
任
せ
る
。
現
在
の
舜
王
廟
は
文
物
管
理
局
の
所
轄
に
な
っ
て
い
る
が
、
解
放
前
は
双
江
渓
村
の
村
民
で
あ
る
二
世

帯
が
舜
王
廟
に
住
ん
で
お
り
、
日
常
的
管
理
を
務
め
て
い
た（

2
）。

舜
王
廟
に
住
ん
で
い
た
こ
の
二
世
帯
は
、
出
家
し
た
人
間
や
道
士
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
廟
に
関
す
る
日
常
的
な
仕
事
を
処
理
す
る
だ
け
で
あ
る
。
日
常
参
拝
に
来
る
人
々
へ
蝋
燭
を
売
っ
て
、
そ
の
収
入
（「
蝋

燭
銭
」
と
い
う
）
で
生
計
を
立
て
て
い
た
。
し
か
し
、
廟
会
の
時
の
「
蝋
燭
銭
」
は
当
番
の
「
社
」
に
引
き
渡
し
、
俳
優
・
劇
団
を
招
く

た
め
の
費
用
な
ど
、
廟
会
で
の
演
劇
の
費
用
と
し
て
充
当
す
る
。

　
「
会
」
は
舜
に
奉
仕
す
る
「
社
」
の
下
の
小
集
団
で
あ
る
。
普
段
の
日
常
の
生
活
に
お
い
て
、「
社
」
は
と
く
に
集
団
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
は
な
い
が
、
廟
会
開
催
時
に
は
そ
れ
を
運
営
す
る
集
団
と
し
て
顕
在
化
し
、
各
村
、
各
宗
族
は
「
社
」
に
従
う
こ
と
に
な
る
。「
会
」

は
実
際
の
廟
会
の
と
き
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
組
織
で
あ
る
。
舜
王
像
が
巡
幸
す
る
神
輿
の
前
後
に
並
ん
で
、
村
に
到
着
す
る
と

様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
演
じ
る
「
会
」
も
あ
れ
ば
、
巡
幸
の
隊
列
に
参
加
せ
ず
廟
の
周
辺
で
雑
務
を
行
う
「
会
」
も
あ
る
。
一
つ
の

村
に
一
つ
か
複
数
の
「
会
」
が
あ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
複
数
の
村
で
一
つ
の
「
会
」
を
設
け
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
舜
王
廟
会
で
頻
繁
に
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構
成
さ
れ
た
「
会
」
は
、
銃
会
・
打
架

老
鼠
会
・
執
事
会
・
校
会
・
舜
王
の
神

輿
・
提
炉
会
・
龍
会
・
高
蹺
会
・
大
炮

会
・
羅
漢
会
・
馬
灯
会
・
虎
豹
獅
象

会
・
唱
班
・
兵
蕩
会
な
ど
で
あ
る
〔
顧

　

二
〇
〇
一
：
五
七
〕。
ま
た
、
舜
王

廟
周
辺
に
は
、「
会
」
を
設
け
る
村
落

が
八
六
村
、「
会
」
の
数
が
一
二
一
組

織
あ
っ
た
と
い
う
〔
兪　

二
〇
〇
六
：

一
一
七
〕。

　

舜
王
像
が
神
輿
に
の
せ
ら
れ
各
村
へ

と
巡
幸
す
る
こ
と
は
、
紹
興
南
部
山
地

に
と
っ
て
重
大
事
で
あ
り
、
人
々
は
豊

作
を
祈
願
し
て
巡
幸
す
る
舜
を
迎
え
祀

る
。「
巡
会
」
の
一
〜
二
ヶ
月
前
か
ら
、

巡
幸
す
る
隊
列
が
順
調
に
移
動
で
き
る

よ
う
に
、
村
の
橋
や
道
を
拡
大
し
た
り

図２　舜王廟周辺図

※現在、ダムに水没している。実線は川、破線は道路。

北　　渓

南　
　

渓

六翰村

王壇鎮

肇湖村肇湖村
※

羅鎮村※
双江渓村※

双江渓

塘里村※

舜王廟

小舜江
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修
理
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
行
う
。「
巡
会
」
は
廟
会
だ
け
で
は
な
く
、
旱
魃
の
と
き
に
雨
乞
い
の
儀
式
と
し
て
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
「
巡
会
」
の
経
路
は
、
必
ず
し
も
固
定
し
て
お
ら
ず
、
一
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
舜
王
廟―

肇
湖―

坎
上―

王
壇―

青
壇―

（
響
岩
頭

―

童
嶴―
皇
古―

鄭
家―

南
岸
）―

六
岸―

謝
村―

兪
村―

駱
村―

下
坑―

桃
脳
湾―

鉄
路
蛟―

銅
盤
山―

馬
家
鷹―

塘
江―

停
嶴―

王

城―

（
谷
来
…
）―

喩
宅―

東
風
坪―

寺
前
村―

妙
渚―

羅
鎮
と
い
う
順
路
が
あ
る
。
こ
の
順
路
を
み
れ
ば
、
舜
王
廟
会
の
影
響
力
が
、

た
だ
舜
王
廟
周
辺
あ
る
い
は
王
壇
鎮
周
辺
だ
け
で
は
な
く
、
紹
興
南
部
山
地
の
広
い
範
囲
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、

廟
会
の
と
き
に
、
舜
王
を
参
拝
し
に
く
る
人
々
は
紹
興
南
部
山
地
、
諸
曁
楓
橋
一
帯
、
嵊
県
北
部
山
間
部
、
上
虞
湯
浦
西
部
と
広
い
範
囲

に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

解
放
前
の
舜
王
廟
は
、
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
、
そ
の
廟
会
は
紹
興
南
部
山
地
の
定
期
市
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。
交
通
手
段
が
乏

し
い
山
間
部
に
と
っ
て
、
小
舜
江
と
い
う
河
川
は
上
虞
、
寧
波
、
杭
州
、
上
海
へ
出
る
た
め
の
重
要
な
交
通
ル
ー
ト
で
あ
る
（
図
２
参
照
）。

舜
王
廟
の
対
面
に
あ
る
「
羅
鎮
」
は
、
こ
の
水
運
の
お
か
げ
で
商
業
が
繁
栄
し
、「
小
上
海
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
茶
、
柿
、
栗
、

水
稲
な
ど
の
農
産
物
が
、
竹
製
の
筏
に
の
せ
ら
れ
、
双
江
渓
周
辺
の
王
壇
村
、
両
渓
村
か
ら
出
発
し
、
上
虞
の
曹
娥
村
ま
で
運
ば
れ
、
そ

こ
か
ら
さ
ら
に
寧
波
、
杭
州
、
上
海
へ
と
運
ば
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
戻
っ
て
く
る
筏
は
川
を
遡
っ
て
く
る
の
で
多
く
の
労
苦
を
と
も
な

う
が
、
山
地
の
暮
ら
し
に
必
要
な
塩
や
雑
貨
な
ど
の
生
活
用
品
を
都
市
部
か
ら
も
た
ら
す
重
要
な
運
送
手
段
で
あ
っ
た
。

　

解
放
前
の
一
九
四
八
年
と
解
放
後
の
一
九
五
二
年
に
、
舜
王
廟
会
が
行
わ
れ
て
以
来
、
舜
王
廟
の
廟
会
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

一
九
五
八
年
か
ら
は
、
人
民
公
社
化
の
推
進
に
し
た
が
っ
て
、
旧
暦
九
月
二
七
日
の
舜
王
廟
会
の
宗
教
色
が
消
し
去
ら
れ
、
定
期
市
の
み

が
物
資
交
流
会
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
六
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
小
舜
江
ダ
ム
建
設
の
た
め
、
舜
王
廟
周
辺
の
村
は
そ
の

多
く
が
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
往
時
の
よ
う
な
廟
会
や
「
巡
会
」
は
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
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「
紹
興
舜
越
文
化
旅
游
節
」
と
い
う
地
域
の
文
化
観
光
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
再
生
が
図
ら
れ
て
い
る
。

二
、
河
川
の
社
会
的
管
理

　

舜
王
廟
の
前
面
を
流
れ
る
双
江
溪
に
は
、
舜
皇
潭
と
呼
ば
れ

る
淵
が
あ
り
、
舜
王
信
仰
を
め
ぐ
る
禁
漁
潭
＝
舜
皇
潭
に
ま
つ

わ
る
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
山
間
部
の
人
々
は
川
筋
が
曲

が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
水
力
で
形
成

し
た
深
い
淵
を
「
潭
」
と
呼
ん
で
い
る
。
舜
皇
潭
は
舜
王
廟
の

下
に
あ
る
の
で
、
舜
皇
潭
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
舜
王
の
誕
生
日

と
言
わ
れ
て
い
る
旧
暦
の
九
月
二
七
日
の
午
前
中
に
は
、
舜
皇

潭
周
辺
に
集
ま
っ
て
き
た
魚
が
、
廟
の
あ
る
双
江
渓
の
北
側
か

ら
、
体
躯
の
大
き
い
順
に
南
側
の
対
岸
に
向
け
て
整
列
し
、
太

陽
の
下
で
頭
を
も
た
げ
て
舜
王
廟
を
参
拝
す
る
と
さ
れ
る
。
普

段
、
水
面
に
出
て
こ
な
い
魚
が
、
そ
の
と
き
ば
か
り
は
水
面
に

浮
か
ん
で
来
る
と
い
う
。
こ
の
現
象
を
実
際
に
見
た
と
す
る
人

写真３　舜皇潭（二〇〇二年撮影）



東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
二
册

― 154 ―

び
と
は
、
こ
れ
ら
の
魚
は
ほ
と
ん
ど
Ъ
魚
と
い
う
背
中
が
黒
い
魚
と
語
る
が
、
別
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
白
Ы
、
黄
尾
巴
、
紅
顔
石
と

い
う
白
・
黄
・
紅
の
色
が
つ
い
た
三
種
類
の
魚
と
も
さ
れ
る
。

　

舜
と
魚
と
の
か
か
わ
り
に
関
し
て
は
さ
ら
に
別
の
伝
説
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
旧
暦
一
二
月
の
冬
の
あ
る
日
に
、
舜
の
継
母
が
魚
を
食

べ
た
い
と
言
い
出
し
、
舜
は
漁
撈
の
た
め
舜
皇
潭
に
行
っ
た
が
、
潭
が
凍
っ
て
い
る
た
め
漁
撈
が
で
き
な
か
っ
た
。
舜
は
泣
き
な
が
ら
潭

の
そ
ば
に
寝
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
、
舜
の
体
温
で
潭
の
氷
が
解
け
始
め
、
そ
こ
か
ら
一
匹
の
魚
が
飛
び
上
が
り
、
舜
が
こ
の
魚
を
と
り

継
母
に
食
べ
さ
せ
た
。
継
母
に
い
じ
め
ら
れ
る
舜
が
そ
の
継
母
に
親
孝
行
を
尽
く
し
た
と
い
う
こ
の
舜
の
孝
行
に
関
す
る
伝
説
は
、
紹
興

山
地
か
ら
上
虞
へ
と
流
れ
て
舜
江
周
辺
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
毎
年
九
月
二
七
日
に
、
継
母
に
魚
を
食
べ
さ
せ
る
親
孝
行

の
舜
を
助
け
る
た
め
に
、
魚
た
ち
が
こ
の
潭
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
解
釈
も
あ
る
。

　

さ
て
、
解
放
前
ま
で
は
、
こ
の
舜
皇
潭
の
禁
漁
は
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
地
に
は
、
そ
の
禁
を
犯
し
た
も
の
に
罰
と
し

て
演
劇
を
行
わ
せ
、
そ
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
と
い
う
在
地
の
懲
罰
手
法
＝
罰
戯
が
存
在
し
て
い
た
。
罰
戯
は
、
禁
漁
に
違
背
し
た
者
を

摘
発
し
、
そ
れ
に
演
劇
上
演
費
用
を
負
担
さ
せ
る
と
い
う
処
罰
で
あ
る
。
違
反
者
に
は
、
そ
の
違
反
の
重
さ
か
ら
「
罰
戯
一
台
」、「
罰
戯

二
台
」
と
い
う
数
え
方
で
、
罰
と
し
て
演
劇
を
一
回
、
二
回
開
催
さ
せ
る
。

　

こ
の
罰
戯
に
関
し
田
仲
一
成
は
、
演
劇
の
機
能
と
江
南
宗
族
の
自
然
の
管
理
と
の
か
か
わ
り
を
、
宗
族
の
共
有
地
支
配
の
観
点
か
ら
論

じ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
罰
戯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
解
釈
を
施
し
て
い
る
。

　
「
村
落
は
自
己
の
再
生
産
の
基
盤
を
確
保
、
維
持
す
る
た
め
に
、
社
廟
に
村
人
を
召
集
し
、
山
林
、
沼
沢
、
湖
水
な
ど
の
侵
害
を
禁
止

す
る
協
約
を
結
び
…
こ
の
際
、
神
を
慰
め
る
た
め
に
演
劇
が
奉
納
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
違
反
者
に
対
し
て
罰
と
し
て
演
劇

を
奉
納
さ
せ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
「
罰
戯
」
と
よ
ば
れ
た
」〔
田
仲　

二
〇
〇
〇
：
一
二
三
〕。
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ま
た
、
田
仲
は
、
宗
族
の
水
源
地
、
貯
水
池
、
墳
山
竹
山
、
宗
祠
・
墓
祠
の
保
全
に
お
け
る
禁
約
の
演
劇
＝
罰
戯
に
つ
い
て
、
安
徽
、

江
蘇
、
福
建
の
例
に
加
え
、
本
論
の
対
象
地
域
で
あ
る
浙
江
省
紹
興
府
の
山
陰
県
、
会
稽
県
、
諸
曁
県
の
例
も
多
く
挙
げ
て
い
る
。

　

罰
戯
は
紹
興
の
「
社
戯
」
に
類
し
、
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
紹
興
の
「
社
戯
」
に
つ
い
て
は
魯
迅

の
文
集
に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
、
日
本
で
は
農
村
芝
居
と
訳
す
こ
と
も
あ
る
が
、
紹
興
の
言
葉
で
は
「
演
戯
給
神
看
」
と
い
う
よ
う
に
、

「
社
戯
」
は
神
に
奉
納
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
は
「
春
祈
秋
報
」（
春
の
祭
と
秋
の
祭
）
と
い
う
農
業
行
事
の
中
で
、
土
地
の
神
に
奉
納

す
る
演
劇
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
次
第
に
宗
族
や
村
落
を
管
轄
す
る
土
地
の
神
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
の
人
々
に
認
め
ら
れ
た
多
種
多
様

な
神
に
奉
納
す
る
演
劇
と
な
っ
た
。
舜
に
ま
つ
わ
る
罰
戯
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
形
で
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

舜
皇
潭
の
禁
漁
を
犯
し
た
者
が
出
た
場
合
、
そ
の
都
度
、
す
ぐ
に
俳
優
、
劇
団
を
招
い
て
罰
戯
を
上
演
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

紹
興
の
水
郷
地
帯
で
は
劇
団
が
船
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
水
辺
に
つ
け
て
舞
台
を
建
て
る
場
合
が
多
く
、
山
間
部
で
は
交
通
不
便
な
の

で
劇
団
を
突
然
招
致
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
舜
皇
潭
の
禁
漁
に
違
反
す
る
者
が
出
れ
ば
、
罰
戯
は
舜
王

廟
会
と
同
じ
時
に
、
舜
王
廟
内
の
舞
台
で
上
演
す
る
演
劇
を
増
演
し
て
、
罰
と
し
て
そ
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ
て

い
た
。
舜
王
廟
会
の
さ
い
に
、
演
劇
を
行
う
の
は
廟
内
に
あ
る
舞
台
、
双
江
渓
村
に
あ
る
包
公
殿
、
羅
鎮
村
に
あ
る
茶
の
交
易
所
と
い
う

三
箇
所
で
あ
る
が
、
舜
に
奉
納
す
る
演
劇
や
罰
戯
と
し
て
追
加
し
た
演
劇
は
、
廟
内
に
あ
る
舞
台
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

田
仲
一
成
は
、
民
国
期
の
浙
江
山
間
部
松
陽
県
の
演
劇
を
記
録
し
た
葉
華
庭
「
松
陽
的
演
劇
」
の
例
を
挙
げ
、
収
穫
前
の
田
畑
の
農
作

物
を
窃
取
し
た
者
を
発
見
し
た
時
は
、「
社
祭
演
劇
の
上
演
さ
れ
る
時
に
、
前
年
の
違
反
者
ま
た
は
違
反
宗
族
に
費
用
を
出
さ
せ
て
演
劇

を
追
加
し
て
上
演
さ
せ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
」
と
推
測
し
た
が
〔
田
仲　

二
〇
〇
〇
：
一
五
四
〕、
舜
王
廟
に
お
け
る
罰
戯
も
、
そ
れ

と
同
様
で
あ
っ
た
。
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罰
戯
は
舜
皇
潭
の
禁
漁
に
違
背
し
た
と
き
に
だ
け
執
行
さ
れ
る
処
罰
で
は
な
く
、他
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
内
に
お
け
る
反
社
会
的
行
為
、

社
会
的
規
範
へ
の
違
背
が
生
じ
た
際
に
執
り
行
わ
れ
る
在
地
の
制
裁
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
殺
人
や
強
盗
な
ど
の
深
刻
な
犯
罪
の
場
合

は
、
そ
の
問
題
の
重
要
性
か
ら
い
っ
て
在
地
で
処
理
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
罰
戯
の
よ
う
な
処
罰
は
適
応
さ
れ
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
、

在
地
で
解
決
で
き
る
、
あ
る
い
は
解
決
す
べ
き
社
会
的
問
題
に
対
応
し
た
制
裁
と
い
え
る
。

　

舜
皇
潭
と
関
係
な
い
罰
戯
の
場
合
は
、
必
ず
し
も
舜
王
廟
会
で
開
催
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
舜
王
廟
の
背
後
に
あ
る

塘
里
村
（
現
在
、
ダ
ム
に
水
没
）
の
場
合
、
社
会
的
規
範
に
逸
脱
し
た
た
め
に
要
求
さ
れ
た
罰
戯
は
、
そ
の
都
度
、
村
の
空
き
地
で
臨
時

的
に
作
ら
れ
た
舞
台
（
草
台
と
い
う
）
で
簡
素
な
も
の
が
演
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
筆
者
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
人
々
が
罰
戯
に
関
し
知
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
に
経
験
し
た
人
は

全
く
存
在
し
な
い
。
聞
き
取
り
対
象
者
の
な
か
で
最
年
長
の
一
九
一
五
年
生
ま
れ
の
老
人
さ
え
も
、
罰
戯
を
実
際
に
見
た
記
憶
は
な
い
。

　

さ
て
、
罰
戯
は
、
あ
る
集
団
内
に
お
い
て
そ
の
集
団
が
共
有
す
る
社
会
的
規
範
と
い
う
も
の
が
ま
ず
存
在
し
、
そ
の
規
範
を
遵
守
す
る

こ
と
が
集
団
や
社
会
に
お
い
て
約
束
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
集
団
や
社
会
の
な
か
で
違
背
行
為
と
さ
れ
る
規
定
、
ル
ー

ル
が
明
示
さ
れ
、
そ
の
ル
ー
ル
を
お
互
い
に
認
知
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
団
や
社
会
の
な
か
で
違
背
行
為

と
さ
れ
る
規
定
は
、「
禁
規
」（
禁
約
）
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
を
締
結
す
る
と
き
に
も
「
演
劇
」
と
い
う
儀
礼
的
、
宗
教
的
技
法
が
採
用

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
規
定
が
、
単
に
人
間
を
介
し
て
結
ば
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
的
に
力
を
持
つ
特
別
な
存
在
を

仲
立
ち
に
し
て
結
ば
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

田
仲
一
成
は
「
禁
約
を
締
結
す
る
時
に
上
演
さ
れ
る
演
劇
は
、
社
廟
で
社
祭
を
挙
行
す
る
時
に
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
が
〔
田
仲　

二
〇
〇
〇
：
一
五
四
〕、
こ
こ
王
壇
鎮
で
も
、
村
や
宗
族
を
超
え
る
集
団
で
禁
約
を
取
り
結
ぶ
際
に
、
舜
王
廟
内
に
あ
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る
舞
台
で
演
劇
が
行
わ
れ
て
い
た
。
事
実
、
舜
皇
潭
の
禁
約
締
結
時
に
、
舜
王
廟
内
の
舞
台
で
演
劇
が
上
演
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
碑

文
が
あ
る
。

　

舜
王
廟
の
入
り
口
に
あ
る
両
側
の
壁
に
、「
禁
潭
碑
」
と
「
禁
碑
」
と
い
う
二
枚
の
石
碑
が
嵌
め
こ
ま
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。「
禁
潭

碑
」
は
清
の
同
治
時
代
八
年
（
一
八
六
九
年
）
二
月
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
碑
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
（
原
文
）

今
立
公
議
重
禁
文
約
、
縁
舜
皇
潭
乃
鐘
靈
之
地
、
故
魚
鱉
蝦
蟹
淂
以
類
聚
。
前
人
向
有
禁
規
、
盖
體
舜
帝
好
生
之
心
、
去
網
罟
除
毒

害
、
使
以
泳
以
游
、
咸
若
其
性
意
甚
美
也
、
法
甚
良
也
。
厥
後
世
道
逓
更
、
人
心
不
古
、
以
至
臨
水
而
毒
魚
蝦
者
甚
衆
。
又
咸
豐
拾

壹
年
間
、
賊
匪
竄
擾
、
人
民
遭
累
、
戕
及
物
類
、
禁
規
遂
以
大
壊
。
蒙
舜
帝
保
佑
、
幸
際
昇
平
、
民
康
物
阜
。
倘
此
弊
不
除
、
無
以

対
神
聖
、
爰
是
会
同
各
庄
耆
紳
、
於
舜
廟
演
戯
置
酒
、
公
議
重
整
禁
規
、
並
府
憲
出
示
嚴
禁
。
上
至
老
壩
、
下
至
象
家
潭
、
永
行
嚴

禁
。
不
但
禁
薬
物
之
毒
、
即
打
網
垂
釣
以
及
鷺
鷀
偸
窃
、
一
概
禁
止
。
庶
生
機
鼓
盪
、
太
和
翔
（
祥
カ
）洽
、
物
類
咸
被
舜
恩
焉
。
如
有
不
遵

約
束
、
仍
犯
禁
規
、
一
經
撞
獲
、
衆
同
攻
撃
、
呈
官
究
治
、
決
不
徇
情
。
為
此
立
公
議
重
禁
文
約
、
一
式
弐
伯
紙
、
毎
庄
各
執
壹
紙
、

永
遠
存
照
。

 

同
治
捌
年
弐
月
□
日
立
合
社
公
具

　
（
意
訳
）

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
舜
皇
潭
は
霊
気
が
集
ま
っ
て
い
る
地
で
あ
り
、
サ
カ
ナ
、
ス
ッ
ポ
ン
、
エ
ビ
、
カ
ニ
は
自
然
に
寄
り
集
ま
っ
て
来
て
お
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り
、
今
日
を
以
て
再
び
禁
漁
を
行
う
禁
約
を
合
議
し
て
立
て
直
す
。
前
人
か
ら
い
ま
ま
で
ず
っ
と
禁
約
を
有
し
た
が
、
そ
れ
は
舜
帝
が
生

類
を
尊
ぶ
心
を
察
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
魚
網
を
取
り
去
り
毒
流
し
漁
を
除
く
こ
と
に
よ
り
、
泳
が
せ
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
て
、

全
て
が
そ
の
心
の
よ
う
に
き
わ
め
て
美
し
く
、
そ
の
法
は
は
な
は
だ
良
好
と
な
る
。
後
の
時
代
に
な
っ
て
世
の
中
の
あ
り
さ
ま
が
次
第
に

移
り
変
わ
り
、
人
心
は
昔
の
さ
ま
に
従
わ
な
く
な
り
、
川
で
毒
流
し
漁
で
サ
カ
ナ
や
エ
ビ
を
捕
獲
す
る
も
の
が
甚
だ
多
数
で
あ
る
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
。
か
つ
咸
豊
時
代
の
十
一
年
間
、
匪
賊
が
か
き
乱
す
こ
と
に
よ
り
、
民
が
ひ
ど
い
目
に
遭
い
、
生
き
物
に
も
害
が
及
ん
で

き
て
お
り
、
禁
約
は
遂
に
大
き
く
壊
さ
れ
て
き
た
。
舜
帝
の
加
護
に
あ
ず
か
り
、
幸
い
に
世
の
中
が
平
和
に
治
ま
っ
て
お
り
、
物
産
が
多

く
民
は
安
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
悪
弊
は
除
か
な
く
て
は
、
神
に
対
し
て
向
け
る
顔
は
な
い
。
そ
こ
で
、
各
庄
の
耆
老
郷

紳
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
、
舜
廟
で
演
劇
や
酒
宴
を
行
い
な
が
ら
、
再
び
禁
約
を
立
て
直
す
こ
と
が
合
議
さ
れ
、
さ
ら
に
府
の
法
令
で
告

示
を
し
て
も
ら
い
、
厳
し
く
禁
漁
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
上
流
は
老
壩
に
下
流
は
象
家
潭
に
至
り
、
永
遠
に
厳
し
く
禁
漁
と
す
る
。
薬
物

な
ど
に
よ
る
毒
流
し
漁
ば
か
り
で
は
な
く
、
魚
網
で
の
捕
獲
や
魚
釣
り
及
び
鵜
飼
に
よ
る
盗
み
捕
り
は
す
べ
て
禁
止
す
る
。
そ
う
し
て
は

じ
め
て
生
き
物
す
べ
て
が
活
気
を
奮
い
起
こ
し
た
り
、
平
和
的
か
つ
和
や
か
に
な
っ
た
り
し
て
、
舜
の
恩
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

し
も
約
束
を
尊
ば
ず
依
然
と
し
て
禁
約
を
犯
し
た
も
の
が
見
つ
か
っ
て
捕
ま
え
ら
れ
る
と
、
み
ん
な
で
一
同
に
攻
撃
し
、
さ
ら
に
官
に
深

く
追
及
し
て
も
ら
い
、
決
し
て
情
に
し
た
が
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
再
び
禁
漁
を
行
う
禁
約
を
合
議
し
立
て
直
し
て
、
ま

た
そ
の
禁
約
を
二
百
部
作
り
、
庄
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
一
部
を
持
た
せ
、
永
遠
に
保
存
し
て
証
拠
と
す
る
。

 

同
治
八
年
二
月
□
日
立
て
る　

合
社
に
よ
り
公
具
す
る

　
「
禁
潭
碑
」
は
、
主
に
舜
皇
潭
周
囲
で
の
漁
撈
を
固
く
禁
じ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
碑
文
に
よ
る
と
、
舜
王
廟
内
で
演
劇
（
こ
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れ
は
宗
教
的
行
為
と
し
て
重
要
で
あ
る
）
を
催
し
な
が
ら
「
公
議
」
を
し
て
、
禁
約
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

碑
文
の
な
か
に
は
禁
漁
の
範
囲
が
、
老
壩
（
小
舜
皇
潭
と
も
い
う
）
か
ら
象
家
潭
ま
で
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
舜
皇
潭
を
含
ん
で
い
る
範

囲
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
上
流
の
小
舜
皇
潭
か
ら
舜
皇
潭
を
経
て
、
下
流
の
象
家
潭
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
碑
文
に
よ
れ
ば
、
舜
皇
潭
が
古
く

か
ら
禁
漁
潭
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
舜
皇
潭
だ
け
で
は
な
く
、
上
流
の
小
舜
皇
潭
と
下
流
の
象
家
潭
を
含
む
舜
皇
潭
周
囲
を
、
す
べ

て
の
魚
類
の
捕
獲
を
禁
じ
る
範
囲
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
舜
皇
潭
周
囲
の
禁
漁
を
、「
永
遠
」
に
継
続
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
禁
潭
碑
」
が
作
ら
れ
た
翌
年
、
同
治
九
年
（
一
八
七
〇
年
）
に
作
成
さ
れ
た
「
有
縣
志
一
篇
」

の
石
碑
（
こ
れ
も
舜
王
廟
内
に
あ
る
）
に
も
、
同
様
に
舜
皇
潭
で
の
漁
撈
を
永
遠
に
禁
じ
る
こ
と
に
す
る
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
、
再

度
、
舜
皇
潭
で
魚
の
捕
獲
を
永
遠
に
禁
じ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
舜
王
廟
の
「
禁
潭
碑
」
の
碑
文
に
は
、「
於
舜
廟
演
戯
置
酒
」、
つ
ま
り
「
舜
廟
で
演
劇
や
酒
宴
を
行
う
」
と
い
う
文
言
が
あ

り
、
公
議
で
は
、
演
劇
に
加
え
酒
宴
も
共
に
挙
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
酒
宴
も
ま
た
、
宗
教
的
行
為
と
し
て

の
意
味
を
も
ち
、
神
聖
な
る
存
在
が
仲
介
し
て
、
人
と
人
と
の
間
の
社
会
的
ル
ー
ル
が
締
結
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
酒

宴
と
い
う
あ
る
種
儀
礼
的
な
行
為
は
、
演
劇
と
同
じ
く
社
会
的
制
裁
の
手
段
と
し
て
も
、
こ
の
地
で
採
用
さ
れ
て
い
た
。

　

す
で
に
言
及
し
た
田
仲
一
成
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、宗
族
の
再
生
産
基
盤
と
し
て
の
自
然
管
理
に
お
い
て
、禁
約
を
違
反
す
る
も
の
に「
罰

戯
と
罰
宴
を
科
し
て
い
る
」〔
田
仲　

二
〇
〇
〇
：
一
三
四
〕
と
あ
る
。
つ
ま
り
、「
罰
宴
」
と
い
う
酒
宴
を
介
し
た
制
裁
で
あ
る
。
実
際

に
、
筆
者
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
に
お
い
て
、
罰
宴
は
罰
戯
よ
り
多
く
開
催
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

罰
宴
は
罰
戯
と
同
じ
く
、
禁
約
を
犯
し
た
も
の
に
費
用
を
負
担
さ
せ
て
酒
宴
を
開
催
す
る
制
裁
措
置
で
あ
る
。
禁
漁
を
守
ら
な
い
懲
罰

と
し
て
罰
宴
も
罰
戯
と
同
様
、
古
く
か
ら
存
在
し
た
。
舜
王
廟
の
周
辺
で
は
、
舜
皇
潭
で
魚
を
一
匹
捕
ま
え
る
と
、「
罰
酒
席
十
桌
」
と
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い
う
よ
う
に
、
懲
罰
と
し
て
酒
席
を
開
き
、
村
人
に
振
る
舞
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。
当
然
、
解
放
前
の
山

間
部
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
宴
会
は
困
難
で
あ
り
、
誇
張
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
具
体

的
な
数
字
が
明
確
な
制
裁
の
語
り
に
よ
っ
て
、
舜
皇
潭
で
の
漁
撈
は
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
禁
約
を
守
ら
な
い
と
、
厳
し
い
処

置
を
受
け
る
こ
と
は
、「
禁
潭
碑
」
の
「
衆
同
攻
撃
、
呈
官
究
治
」、
つ
ま
り
「
み
ん
な
で
一
同
に
攻
撃
し
、
さ
ら
に
官
に
深
く
追
及
し
て

も
ら
い
」
と
い
う
内
容
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

罰
戯
は
、
そ
の
経
験
者
が
全
く
存
在
し
な
い
の
に
対
し
、
罰
宴
を
経
験
し
た
人
は
、
ま
だ
現
在
で
も
確
認
が
で
き
る
。
塘
里
村
、
砩
頭

村
で
は
、
一
九
三
〇
年
前
後
に
実
際
に
罰
宴
が
行
わ
れ
た
。

　

舜
皇
潭
の
禁
漁
と
は
直
接
関
係
は
な
い
が
、
当
時
、
塘
里
村
の
六
人
の
少
年
が
、
悪
戯
で
隣
の
砩
頭
村
に
あ
る
レ
ン
コ
ン
畑
で
、
持
ち

主
の
了
解
を
得
ず
収
穫
し
た
後
の
残
り
を
取
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
レ
ン
コ
ン
畑
の
持
ち
主
は
、
こ
れ
を
見
咎
め
、
塘
里

村
の
六
人
の
少
年
ら
、
そ
し
て
塘
里
村
に
、
砩
頭
村
か
ら
罰
と
し
て
罰
宴
を
要
求
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
実
際
に
砩
頭
村
で
四
卓
の
酒

宴
＝
罰
宴
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
舜
皇
潭
周
辺
に
お
け
る
禁
漁
と
制
裁
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
ま
ず
は
一
義
的
に
宗
教
的
な
神
聖
性
に
基
づ
く
聖
域
の
設
定
と
解

釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
、
そ
の
禁
漁
区
の
設
定
が
、
こ
の
地
の
魚
類
の
保
全
に
寄
与
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
触
れ

て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

解
放
前
の
こ
の
地
の
山
間
部
は
、
魚
類
が
乏
し
く
、
生
の
魚
が
き
わ
め
て
す
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
舜
王
廟
に
お
け
る
「
祭
神
」
に
は
、

供
物
と
し
て
ブ
タ
、
ヤ
ギ
、
ニ
ワ
ト
リ
、
ガ
チ
ョ
ウ
に
加
え
て
、
魚
類
が
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
魚
は
生
で
は
な
く
、
海
産
魚
（
中
国
語

で
白
鮝
）
の
塩
漬
け
を
使
用
す
る（

3
）。

ま
た
、
春
節
に
、
山
奥
の
貧
し
い
家
庭
は
、
魚
類
が
確
保
で
き
な
い
た
め
に
、
木
で
彫
刻
し
た
魚
を
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代
用
し
て
器
に
盛
り
、
先
祖
祭
祀
し
た
り
、
客
を
も
て
な
し
た
り
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
、
数
的
に
貧
弱
な
魚
類
し
か
存
在
し
な
い
状

況
の
下
、
舜
皇
潭
の
禁
漁
は
、
舜
皇
潭
周
辺
の
魚
類
の
再
生
産
に
、
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
舜
皇
潭
で
保
護
さ
れ

た
魚
類
が
、
周
辺
に
拡
散
し
、
人
び
と
の
食
卓
に
上
っ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
禁
漁
が
、
魚
類
の
増

殖
と
関
連
す
る
こ
と
が
碑
文
類
や
語
り
に
何
ら
表
現
さ
れ
な
い
段
階
で
は
、
安
易
に
「
資
源
保
全
」
や
「
環
境
保
護
」
と
い
っ
た
現
代
的

な
解
釈
を
施
す
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
舜
皇
潭
の
禁
漁
が
、
無
意
識
か
つ
結
果
的
に
、
周
辺
の
魚
類
の
増
加
に
寄

与
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
。
こ
の
地
の
自
然
の
社
会
的
管
理
を
見
る
限
り
、
意
図
さ
れ
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
さ
れ
た
直
接
的
な
資
源
保
全
、
保
護
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
簡
単
に
は
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い（

4
）。

　
「
禁
潭
碑
」
に
よ
れ
ば
、
禁
約
を
作
る
と
き
か
ら
は
、「
禁
止
文
を
二
〇
〇
枚
作
り
、
各
村
一
枚
ず
つ
配
布
す
る
」
と
い
う
形
で
、
社
会

的
規
制
を
多
く
の
人
々
に
知
ら
し
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
罰
戯
と
罰
宴
は
在
地
の
懲
罰
手
法
と
し
て
、
通
常
の
罰
金
な
ど
の
懲
罰

手
法
よ
り
、
禁
漁
違
反
の
罪
を
人
々
に
、
さ
ら
に
社
会
に
知
ら
し
め
る
効
果
が
あ
っ
た
。
禁
漁
違
反
が
多
く
の
人
々
に
知
ら
し
め
ら
れ
る

こ
と
は
、
一
回
だ
け
の
懲
罰
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
違
反
者
の
生
涯
を
通
じ
て
罪
の
意
識
を
醸
成
す
る
の
で
あ
り
、
在
地
の
社
会
的
全
体

に
違
背
行
為
を
喚
起
す
る
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
で
あ
る
。
す
で
に
言
及
し
た
塘
里
村
、
砩
頭
村
で
の
罰
宴
を
科
さ
れ
た
者
が
現
在
で
も

存
命
で
あ
る
が
、
彼
は
、
罰
宴
を
生
涯
の
教
訓
と
し
て
、
そ
の
後
の
人
生
の
中
に
過
ち
を
起
こ
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
語
る
。
罰
戯
と

罰
宴
と
い
う
伝
統
的
な
懲
罰
手
法
に
は
、
過
ち
を
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
の
人
々
に
対
し
て
効
果
的
に
社
会
の
規
範
を
教

育
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
在
地
の
懲
罰
手
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
態
様
を
取
る
よ
う
で
あ
る
。
紹
興
の
他
の

地
域
で
は
、
罰
戯
・
罰
宴
に
類
す
る
別
の
伝
統
的
在
地
懲
罰
手
法
が
存
在
す
る
。
紹
興
県
西
北
部
の
湖
塘
鎮
香
林
村
（
旧
・
西
路
村
）
で
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は
清
の
時
代
に
お
け
る
井
戸
水
の
管
理
に
関
し
、「
罰
水
懺
」
と
い
う
形
で
仏
教
の
法
事
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
懲
罰
手
法
が
存
在
し
て

い
た（

5
）。

罰
戯
・
罰
宴
に
類
す
る
懲
罰
手
法
は
、
多
様
な
局
面
で
適
用
さ
れ
て
い
た
一
般
的
か
つ
伝
統
的
な
在
地
懲
罰
手
法
で
あ
っ
た
よ
う

で
、
普
段
の
村
人
の
悪
戯
や
も
め
事
な
ど
に
も
有
効
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。

三
、
山
林
の
社
会
的
管
理

　
「
村
有
村
規
、
郷
有
郷
規
」（
村
は
村
の
決
ま
り
が
あ
り
、
郷
は
郷
の
決
ま
り
が
あ
る
）
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
こ
の
郷
規
民
約
の

多
く
は
、
宗
族
の
家
譜
・
族
譜
・
宗
譜
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
宗
族
及
び
宗
族
が
支
配
す
る
村
落
に
お
け
る
環
境
・
自
然
の
管
理
の
あ
り

か
た
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
紹
介
し
た
田
仲
一
成
の
業
績
に
は
、
禁
約
を
結
び
禁
約
の
演
劇
を
行
う
紹
興
の
例
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
郷
規
民

約
は
家
譜
や
族
譜
、
宗
譜
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
譜
や
族
譜
、
宗
譜
の
よ
う
に
文
献
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
も
、

ま
た
多
く
存
在
し
て
い
る
。
解
放
前
の
紹
興
の
例
で
い
う
と
、
禁
約
の
内
容
を
石
碑
、
木
の
板
に
刻
ん
だ
禁
碑
・
禁
牌
を
祠
堂
、
村
の
入

り
口
、
山
麓
、
水
辺
な
ど
に
立
て
た
例
が
散
見
さ
れ
る
。
橋
に
直
接
刻
む
場
合
も
あ
っ
て
、
こ
の
禁
碑
・
禁
牌
の
類
は
、
解
放
前
の
農
村

に
お
い
て
人
々
の
社
会
的
規
範
へ
の
違
背
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
言
葉
で
い
う
と
郷
規
民
約
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
す
で

に
言
及
し
た
一
枚
の
石
碑
は
そ
の
題
目
が
「
禁
潭
碑
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
地
元
の
人
々
は
こ
の
よ
う
な
石
碑
を
禁
碑
と
呼
ん
で
お
り
、

ま
さ
に
そ
の
禁
碑
類
に
刻
ま
れ
た
郷
規
民
約
で
あ
る
。

　

禁
碑
は
、
宗
族
、
あ
る
い
は
人
々
の
要
請
に
よ
っ
て
官
府
が
つ
く
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
村
、
郷
の
人
々
が
公
的
な
議
論
に
よ
っ
て
つ
く
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る
場
合
も
あ
る
。
紹
興
は
山
地
面
積
が
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
山
岳
地
帯
に
お
い
て
は
、
と
く
に
山
林
伐
採
を
厳
禁
す
る
禁

碑
が
多
か
っ
た
。
舜
王
廟
に
は
「
禁
潭
碑
」
と
と
も
に
、
さ
ら
に
別
の
石
碑
・「
禁
碑
」（
同
治
十
二
年
（
一
八
七
三
）
一
〇
月
）
が
あ
る
。

そ
の
「
禁
碑
」
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
原
文
）

公
禁
前
後
廟
山
不
許
砍
砟
柴
薪
、
以
及
牛
羊
上
山
践
踏
、
如
違
議
罰
。

公
禁
廟
内
不
許
安
擺
糞
桶
、
如
違
罰
瓦
三
千
張
。

公
禁
大
小
人
等
不
許
登
臺
看
戯
、
如
違
罰
瓦
三
千
張
。

公
禁
両
廊
看
楼
不
許
男
人
混
入
、
如
違
罰
瓦
壹
千
張
。

公
禁
廟
内
並
三
門
口
不
許
安
擺
賭
桌
、
擲
骰
博
銭
等
項
、
如
違
罰
瓦
三
千
張
。

公
禁
廟
内
外
不
許
開
蓬
演
戯
、
放
賭
開
頭
、
如
違
呈
官
究
治
、
断
不
徇
情
。

公
禁
廟
内
不
許
安
放
田
具
器
皿
、
一
切
柴
草
等
件
、
如
違
罰
瓦
壹
千
張
。

公
禁
廟
内
廟
外
以
及
三
門
碑
亭
之
内
、
不
許
乞
丐
歇
宿
、
如
違
公
同
駆
逐
。

公
禁
廟
内
道
地
不
許
攤
晒
雑
物
、
如
違
罰
瓦
壹
千
張
。

書
房
乃
斯
文
中
事
、
本
可
設
館
、
誠
恐
門
人
小
子
褻
瀆
神
明
、
塗
鴉
牆
壁
、
況
逐
日
香
客
繁
多
、
春
祈
秋
報
不
時
演
戯
等
事
、
以

致
先
生
不
便
学
生
不
静
、
倘
穢
汚
神
靈
鑑
察
、
昭
昭
顕
應
、
故
並
列
在
禁
内
。

 

同
治
拾
弐
年
拾
月
□
日
立
合
社
公
具
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（
意
訳
）

廟
の
前
後
に
あ
る
廟
山
は
柴
刈
り
及
び
牛
羊
が
踏
み
込
む
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
す
る
と
罰
を
議
す
る
。

廟
内
は
肥
桶
を
置
く
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
す
る
と
瓦
を
三
千
枚
罰
す
る
。

大
人
も
子
供
な
ど
は
舞
台
に
登
り
観
劇
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
す
る
と
瓦
を
三
千
枚
罰
す
る
。

両
側
の
看
楼
に
は
男
が
混
入
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
す
る
と
瓦
を
一
千
枚
罰
す
る
。

廟
内
並
び
に
三
つ
の
門
の
入
り
口
は
賭
博
用
の
机
を
置
く
こ
と
や
、
骰
子
を
用
い
て
博
打
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
す
る
と
瓦

を
三
千
枚
罰
す
る
。

廟
の
内
外
は
仮
の
舞
台
を
つ
く
っ
て
演
劇
を
し
た
り
、
博
打
を
開
い
て
賭
け
事
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
す
る
と
官
に

深
く
追
及
し
て
も
ら
い
、
決
し
て
情
に
し
た
が
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

廟
内
は
農
具
や
器
物
、
一
切
の
柴
や
草
な
ど
を
置
く
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
す
る
と
瓦
を
一
千
枚
罰
す
る
。

廟
の
内
外
及
び
三
つ
の
門
と
碑
亭
は
乞
食
が
泊
ま
る
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
す
る
と
み
ん
な
一
同
で
駆
逐
す
る
。

廟
内
の
空
き
地
は
雑
物
を
広
げ
た
り
干
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
す
る
と
瓦
を
一
千
枚
罰
す
る
。

学
塾
は
学
問
の
こ
と
で
あ
り
、
本
来
は
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
門
人
弟
子
が
神
明
を
け
が
し
て
壁
に
塗
り
た
く
る
こ
と
を
恐
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
日
増
し
に
参
拝
者
が
非
常
に
多
く
な
り
、
春
と
秋
の
祭
り
に
た
び
た
び
演
劇
な
ど
を
行
う
と
、
教
師
は
不
便
に
な

り
学
生
は
安
ら
か
に
で
き
な
い
結
果
に
な
る
。
も
し
け
が
す
こ
と
が
あ
れ
ば
、
神
霊
の
明
察
で
報
い
が
く
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
を
並
び
に
禁
止
す
る
こ
と
に
す
る
。

 
同
治
一
二
年
一
〇
月
□
日
立　

合
社
に
よ
り
公
具
す
る



中
国
紹
興
地
域
に
お
け
る
伝
統
的
な
自
然
の
管
理

― 165 ―

　

こ
の
「
禁
碑
」
は
地
元
の
人
々
に
「
禁
山
碑
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
内
容
か
ら
見
る
と
「
廟
内
」「
廟
外
」
の
衛
生
管
理
や
活
動
管

理
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
こ
こ
で
言
う
「
山
」
は
廟
自
体
を
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
禁
碑
」
の
冒
頭
に
は
、「
廟
内
」「
廟

外
」
と
と
も
に
、「
廟
山
（
こ
れ
は
廟
の
立
地
す
る
烏
亀
山
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
）」
を
維
持
す
る
た
め
に
、
柴
刈
り
や
放
牧
を
禁
止

し
、
そ
れ
に
違
反
す
れ
ば
罰
を
議
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
廟
の
内
外
に
お
け
る
環
境
衛
生
に
関
す
る
禁
約
の
ほ
か
に
、

廟
内
の
舞
台
の
観
劇
に
関
す
る
禁
約
の
場
合
、
そ
れ
ら
の
規
約
に
背
く
と
、
懲
罰
と
し
て
瓦
を
千
枚
あ
る
い
は
三
千
枚
科
す
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
懲
罰
の
手
法
は
罰
戯
、
罰
宴
で
は
な
く
、
瓦
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
在
地
の
懲
罰
手
法
に
は
、

多
様
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
舜
王
廟
の
よ
う
な
宗
教
施
設
に
と
も
な
う
「
山
」
以
外
の
、
こ
の
地
の
人
び
と
に
日
常
的
に
使
わ
れ
る
「
山
」
に
関
し
て
も
、

独
自
の
取
り
決
め
と
懲
罰
と
い
う
社
会
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
で
は
「
山
厰
」
と
い
う
山
小
屋
を
作
り
、
山
林

を
管
理
す
る
人
々
を
常
駐
さ
せ
て
い
た
と
い
う
。

　

王
壇
鎮
六
翰
村
（
地
元
民
に
は
六
岸
村
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
）
は
、
舜
王
廟
会
を
運
営
す
る
「
社
」
の
な
か
の
青
壇
社
（
当
時
、

六
翰
村
は
青
壇
郷
に
属
し
た
）
に
属
し
、「
社
」
の
輪
番
制
で
、
解
放
前
に
お
け
る
最
後
の
舜
王
廟
会
の
担
当
と
な
っ
た
村
で
あ
る
。
村

に
は
当
初
、
陶
氏
宗
族
が
大
姓
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
後
に
な
っ
て
陶
氏
以
外
の
五
世
帯
が
移
住
し
て
き
た
。
現
在
、
宗
族
と
い
う

意
識
は
、
次
第
に
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
陶
氏
子
孫
の
老
人
た
ち
は
未
だ
に
強
く
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
陶
氏
宗
族

の
「
本
姓
」
と
区
別
し
、
陶
氏
宗
族
以
外
の
世
帯
を
「
外
姓
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
陶
氏
宗
族
は
山
林
に
関
す
る
禁
約
を
持
っ
て
い
た

が
、
文
字
と
し
て
残
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
陶
氏
宗
族
の
老
人
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
そ
の
な
か
に
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
あ
っ
た
。

1
、
牛
羊
不
看
山
（
牛
・
羊
を
山
に
放
牧
し
な
い
こ
と
）



東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
二
册

― 166 ―

2
、
苗
木
不
許
砟
（
苗
木
を
刈
ら
な
い
こ
と
）

3
、
童
松
不
進
堡
（「
松
」
の
苗
木
を
村
へ
持
っ
て
こ
な
い
こ
と
）

4
、
桐
楓
不
能
砍
（「
桐
」
の
木
、「
楓
」
の
木
を
切
ら
な
い
こ
と
）

　

山
で
の
放
牧
を
禁
ず
る
こ
と
や
、
苗
木
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
は
自
然
の
樹
木
を
滞
り
な
く
成
長
さ
せ
る
た
め
の
方
策
で
あ
る
が
、

そ
れ
自
体
が
森
林
環
境
の
保
全
に
寄
与
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
森
林
を
管
理
す
る
志
向
性
は
、
当
地
の
俚
諺
に
も
多
く
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
清
明
断
刀
、
谷
雨
断
挑
」
と
い
う
諺
が
あ
る
。
こ
れ
は
清
明
（
四
月
四
日
か
ら
六
日
頃
）
や
谷
雨
（
四

月
二
十
日
頃
）
は
苗
木
を
植
え
る
季
節
で
あ
る
た
め
、
柴
刈
り
を
一
切
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
千
株
松
、
万
株
桐
、
一
生
一

世
喫
勿
窮
」
と
い
う
諺
は
、
た
く
さ
ん
の
「
松
」
の
木
、「
桐
」
の
木
を
栽
培
す
れ
ば
、
豊
か
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
千
年
水
底
松
、
万
年
高
擱
楓
」
と
い
う
諺
は
、「
松
」
の
木
が
水
に
強
く
、「
楓
」
の
木
が
棟
梁
の
材
木
と
し
て
利
用
で
き
る
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
ま
た
、「
冬
至
栽
竹
、
立
春
栽
木
」
は
、
竹
を
冬
至
の
頃
に
植
え
、
木
を
立
春
の
頃
に
植
え
る
、
と
い
っ
た
植
樹
造
林
の
経

験
を
諺
の
形
で
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
田
頭
地
角
三
株
柏
、
一
年
用
銭
勿
用
愁
」
の
よ
う
に
、
空
き
地
を
利
用
し
「
柏
」
の
木
を
植

え
る
と
、
一
年
中
の
生
活
費
の
心
配
が
な
い
と
い
う
諺
も
あ
る
。

　

六
翰
村
で
は
、
特
に
、
初
春
の
山
林
で
柴
刈
り
が
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
初
春
の
「
一
担
」（
肩
で
担
が
れ
る
柴
の
量
）
の
柴
は
、

秋
の
時
に
「
十
担
」
分
に
生
長
す
る
の
で
、
百
人
が
春
の
山
に
入
り
柴
刈
り
を
す
れ
ば
、「
千
担
」
の
柴
を
損
失
す
る
こ
と
に
な
る
と
さ

れ
る
。
春
に
お
け
る
柴
刈
り
の
禁
止
は
、
秋
の
豊
か
な
収
穫
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
人
々
は
柴
刈
り
を
禁
止
し

苗
木
を
保
護
し
な
が
ら
、
山
林
を
守
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

解
放
前
、
王
壇
鎮
、
青
壇
鎮
を
含
む
南
部
山
地
に
は
、
民
間
の
山
林
管
理
の
禁
約
が
多
く
存
在
し
、
陶
氏
宗
族
の
禁
約
は
そ
の
一
例
で
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あ
る
と
い
え
る
。
社
会
主
義
化
さ
れ
て
以
降
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、「
護
林
公
約
」
と
い
う
規
制
が
、
こ
の
地
の
山
林
管
理
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。「
護
林
公
約
」
に
違
反
す
る
も
の
が
い
れ
ば
、
当
然
、
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ

の
懲
罰
の
手
法
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
罰
戯
と
通
底
す
る
手
法
が
編
み
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
罰
映
画
」
で
あ
る
。
罰
映
画
は
映
画
フ
ィ

ル
ム
の
レ
ン
タ
ル
代
や
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
代
を
負
担
さ
せ
、
村
民
に
映
画
を
見
さ
せ
る
、
と
い
う
処
罰
で
あ
る（

6
）。

た
と
え
ば
、
柴
刈
り
を

禁
止
す
る
山
林
で
柴
刈
り
す
る
と
、
罰
映
画
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
〔
阮
、
裘
、
張
、
任　

一
九
八
五
：
一
六
四
〕。
紹
興

北
部
の
水
郷
地
帯
の
安
昌
鎮
で
は
川
の
両
岸
の
衛
生
・
緑
化
な
ど
の
管
理
に
際
し
て
罰
映
画
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る（

7
）。

罰
戯
の
近
代
版
と

い
え
る
「
罰
映
画
」
も
、
山
林
の
保
全
や
川
の
衛
生
や
緑
化
な
ど
の
自
然
の
管
理
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
舜
王
廟
に
お
け
る
罰
戯
、
罰
宴
と
い
う
自
然
の
管
理
に
か
か
わ
る
伝
統
を
掘
り
出
し
、
信
仰
・
祭
祀
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
共
同

体
、
及
び
そ
の
自
然
の
管
理
に
お
け
る
機
能
を
論
じ
て
き
た
。
罰
戯
と
罰
宴
は
決
し
て
紹
興
王
壇
鎮
の
み
で
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

広
く
浙
江
、
江
蘇
、
福
建
、
安
徽
な
ど
の
華
東
地
域
に
分
布
す
る
も
の
で
あ
る
〔
田
仲　

二
〇
〇
〇
：
一
二
五
〜
一
四
九
〕。
お
お
よ
そ
「
社

戯
」
の
歴
史
、
及
び
演
劇
の
習
慣
が
存
在
す
る
地
域
に
共
通
す
る
在
地
の
懲
罰
手
法
で
あ
る
と
見
な
し
て
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

罰
戯
、
罰
宴
と
い
う
伝
統
的
在
地
懲
罰
の
も
つ
意
義
は
、
そ
れ
ら
が
単
な
る
罰
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、「
酬
神
教
民
」（
神
に
酬
い
て
民

を
教
え
る
こ
と
）
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
。
本
論
で
は
共
同
体
の
自
然
の
管
理
に
関
し
て
、
禁
約
お
よ
び
懲
罰
を
信
仰
、

祭
祀
の
側
面
と
絡
め
て
論
じ
て
き
た
。
宗
族
や
村
落
な
ど
の
血
縁
や
地
縁
に
よ
る
共
同
体
の
範
囲
を
超
え
る
自
然
の
管
理
や
保
全
に
関
し
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て
、
信
仰
・
祭
祀
で
結
ば
れ
た
地
域
共
同
体
に
よ
る
管
理
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
あ
り
方
と
、

自
然
の
管
理
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
大
い
に
示
唆
的
で
あ
る
。

　

中
国
江
南
地
域
に
お
い
て
、
宗
族
が
山
林
、
土
地
、
河
川
な
ど
の
村
落
の
自
然
の
管
理
を
全
面
的
に
支
配
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
〔
田
仲　

二
〇
〇
〇
：
一
二
三
〕、
そ
れ
が
論
じ
て
い
る
の
は
宗
族
が
支
配
す
る
宗
族
内
部
、
あ
る
い
は
村
落
内
部

の
状
況
で
あ
る
。
本
論
で
論
じ
て
い
る
の
は
舜
王
廟
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
宗
族
や
村
を
越
え
た
地
域
共
同
体
の
状
況
で
あ
り
、
そ
こ

で
結
ば
れ
る
禁
約
が
も
つ
効
力
や
、
影
響
力
は
、
宗
族
内
部
の
結
合
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
村
や
宗
族
の
よ

う
な
小
さ
な
単
位
を
越
え
て
、
よ
り
多
く
の
人
を
結
合
さ
せ
る
場
合
、
そ
の
集
団
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
力
、
信
仰
や
祭
祀
と
い
っ
た
神

聖
な
る
力
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
地
の
伝
統
的
在
地
懲
罰
シ
ス
テ
ム
は
、
現
在
の
環
境
言
説
に
お
い
て
、
環
境
保
全
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
と
付
会
さ
れ
や
す
い
が
、

そ
の
よ
う
な
環
境
保
全
の
性
格
は
、
一
義
的
に
は
あ
く
ま
で
信
仰
や
祭
祀
の
遂
行
の
結
果
、
獲
得
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
た
方
が
よ
い
。

　

本
論
で
は
、
舜
王
廟
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
自
然
の
管
理
を
論
じ
る
こ
と
で
、
廟
会
の
運
営
に
規
定

さ
れ
た
社
会
関
係
と
、
信
仰
・
祭
祀
で
結
ば
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
、
自
然
の
管
理
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
よ
う
に
村
落
共
同
体
を
基
盤
と
す
る
自
然
の
管
理
〔
菅　

二
〇
〇
六
〕
と
は
別
の
様
相
を
呈
し
て
お

り
、
今
後
、
中
国
的
コ
モ
ン
ズ
を
考
察
す
る
上
で
、
深
化
さ
せ
る
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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献
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』
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京
、
中
国
民
間
文
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櫻
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彦　

二
〇
〇
三
「
紹
興
舜
王
廟
査
考
」『
名
古
屋
大
学
中
国
語
文
学
論
集
』
第
一
五
輯

　

菅
豊　

二
〇
〇
六
『
川
は
誰
の
も
の
か―
人
と
環
境
の
民
俗
学
』
東
京
、
吉
川
弘
文
館

　

田
仲
一
成　

二
〇
〇
〇
『
明
清
戯
曲―
江
南
宗
族
社
会
の
表
象
』
東
京
、
創
文
社

1　

現
在
、「
行
宮
」
は
後
殿
に
、「
坐
宮
」
は
前
殿
に
置
か
れ
、
文
化
大
革
命
以
前
と
逆
に
な
っ
て
い
た
。

2　
「
舜
王
廟
・
廟
会
・
舜
越
文
化
」（『
紹
興
県
報
』
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
〇
日
）
に
よ
る
と
、
舜
王
廟
に
住
ん
で
い
る
人
は
「
廟
持
」
と
呼
ば
れ
る
。

3　

舜
王
を
祭
祀
す
る
時
に
、
生
の
魚
で
は
な
く
、
白
鮝
と
い
う
塩
漬
け
の
魚
を
使
用
す
る
決
ま
り
が
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

4　
「
産
卵
期
の
魚
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
廟
産
の
不
可
侵
性
を
主
張
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
環
境
保
護
に
繋
が
っ
た
」
と
い
う
見
解
〔
櫻
井　

二
〇
〇
三
：
八
二
〜
八
四
〕
も
あ
る
が
、
禁
漁
は
と
く
に
産
卵
期
に
限
ら
ず
通
年
の
禁
忌
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
禁
漁
の
目
的
は
産
卵
期
の
魚

を
保
護
す
る
た
め
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
の
う
え
、
双
江
渓
の
魚
の
産
卵
期
は
九
月
前
後
で
は
な
く
、
毎
年
の
三
、
四
月
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、「
湖
頭
竹
園
」（
肇
湖
村
に
あ
る
竹
園
）、「
西
峰
竹
山
」（
羅
鎮
村
に
あ
る
西
峰
山
に
あ
る
竹
林
）
な
ど
と
い
わ
れ
る
舜
王
廟
の
廟
産
が
存
在

し
て
い
た
も
の
の
、
舜
王
廟
の
前
に
あ
る
双
江
渓
あ
る
い
は
双
江
渓
に
あ
る
魚
は
、
廟
産
と
は
い
え
な
い
。

5　

井
戸
の
傍
ら
に
一
つ
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
石
碑
が
清
代
の
光
緒
二
十
四
年
（
一
八
九
八
年
）
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
碑
文
は
井
戸
の
水
は

洗
濯
の
水
で
は
な
く
飲
み
水
の
み
に
使
用
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
懲
罰
と
し
て
「
水
懺
」
と
い
う
仏
事
を
開
催
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
西
路
村
は
金
、
鮑
と
い
う
二
つ
の
宗
族
が
暮
ら
し
て
お
り
、
仏
教
の
寺
や
庵
が
三
つ
あ
り
、
水
懺
と
い
う
仏
教
の
法
事
が
日
常
的
に

行
わ
れ
て
い
た
。
村
の
共
的
な
資
源
で
あ
る
井
戸
は
、
そ
の
村
の
在
地
の
手
法
で
管
理
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

6　

映
画
館
が
な
い
場
合
は
、
映
画
フ
ィ
ル
ム
の
レ
ン
タ
ル
代
（
八
ミ
リ
は
約
十
元
、
一
六
ミ
リ
は
約
二
〇
元
）
を
負
担
す
る
。
映
画
館
が
あ
る
場
合
、

映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
代
（
約
一
〇
枚
か
二
〇
枚
）
を
負
担
す
る
。

7　

安
昌
鎮
で
は
、
愛
国
衛
生
運
動
の
一
環
と
し
て
、「
街
河
」
と
い
う
ま
ち
の
中
心
に
あ
る
川
の
両
岸
の
管
理
及
び
そ
の
周
辺
の
緑
化
の
管
理
な
ど
に

当
た
っ
て
、
鎮
政
府
の
提
案
で
居
民
委
員
会
が
管
理
条
約
に
違
反
す
る
も
の
に
「
罰
映
画
」
を
用
い
た
。
ま
た
、
安
昌
鎮
長
楽
村
（
旧
・
陳
家
漊
村
）

の
場
合
は
一
九
七
〇
年
代
ま
で
、
規
約
違
反
す
る
も
の
に
「
罰
映
画
」
を
用
い
た
例
が
あ
る
と
い
う
。


